
2,13崩 壊土砂補捉容量の検討

1 ) 設計条件

斜面高

斜面勾配

斜面下端から
擁壁までの順離

擁壁の空き高さ

落石防設柵の高さ

崩壊土砂量 V

30.Om

40.0 °

3.OD

l.OD

l.5 m

(移動の高さhsm以上とする)

Hs=

θu=

X =

H p =

H s g =

全国の斜面崩壊データでの斜面高さ毎に区分した崩壊土量 (下表参照)よ り求める。

斜面高 H s = 3 0  Dよ りV =  2 4 0  r D 3

崩壊幅 W=   25D

単位幅当たり崩壊土量 v=V/W ‐    96D7D

3)土 砂捕捉容量の検討

落石防護ll■を含めた空き高さ ha=Hp tt Hsg =i100+150=     250m

土砂補捉容量 (携壁単位長さ当たり) Vh=(21X+ha/tanθ  u)Xha/2

=(2×3400+250/tan40°)×2,50/2=  11.23m2≧ v=   9,6n2

したがつて、Vh≧Vより出張上秒の捕提容量が検保されている。

崩壊土砂の堆積高
崩壊土砂の堆積高 (hd)は、擁壁単位長さ当たりの上砂捕捉容量 (Vd)が、崩壊土砂量に

等 しくなる堆積高さを求める
台形の面積より

上砂堆積容量 (擁壁単位長さ当たり)Vd=(2・ X+hd/tan θ u)Xhd/2
hdに ついて解 くと

72メ=2tanθ
 2′(―
―X+VX2+iをfそ;声)    Vd=Vより

2

2 . 2 2 mとなる。hd==

以上 より、仮定 した擁壁設置位置、空 き高さでの崩壊上秒の捕捉が可能であることか ら、安定

性の検討を行 う。
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2.2も たれ式擁壁 の設計例

もたれ式擁壁の設計では新設の場合で も、擁壁の設置位置は固定されて しま うことが多いこと

か ら、新設擁壁 ・既設擁壁 とも設計手法に大きな達いはない。

以下に新設擁壁の場合の設計例 を示すが、既設擁壁 も同様に検討を行えばよい。

設計計算 の詳細は巻末資料211に示す。

22_1設 計条件

(1)検討断面

ここでは、検討条件 として、擁壁設置位置は固定とし、空き高 さを 10m、 断面形状を一般的

な形状寸法に仮定 した下図のような断面形状で検討を行 う。

擁壁高           Hw=6.Om

斜面下端から擁壁までの距離 X=20m

空きポケ ット高 さ・     Hp=10m

落石防護柵高        Hsg=1.5m

構造形式 も たれ式擁壁

天立指幅  b=0.5m

表法勾配 1:015

夏法勾配 1:0.2

図 2・4 検 討断面及び携里設置位置、空き高さ、断面の仮定

(2)設計条件の整理

設計定数は12(3)と同 じとす る。
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222崩 壊土砂捕捉容量の検討

崩壊土砂補足容量の検討

1)設 計条件

斜面高

斜面勾配

斜面下描から
擁壁までの距離

擁壁の空 き高さ

落石防護柵の高さ

2)崩 壊土砂量 V

H s =

θu一

X =

H p =

Hsg=

20.OD

40  0 °

2.Om

l.Om

l.5m

(移動の高さh sm以上とする)

全国の斜面崩壊データでの斜面高さ毎に区分した崩壊土量 (下表参照)よ り求める。

斜面高 Hs=  20   mよ りV=   150m3

崩壊幅 W=   21m

単位幅当たり崩壊土量 v=V/W =   7.l m3/D

3)土 砂捕捉容量の検討

落石防護IPcを含めた空き高さ ha=Hp tt H sg =100+1.50=     2.50m

土砂捕捉容量 (擁壁単位長さ当たり) Vh=(2'Xtt ha/tan θ  u)× ha/2

-(2× 2,00+2150/tan4げ )×250/2-  8173m2≧ v=   7`l m2

したがつて、VhttVより崩壊土砂の情提な工が強保されている。

4)崩 壊土砂の堆積高
崩壊土秒の堆積高 (hd)は、擁壁単位長さ当たりの土砂捕捉容量 (Vd)が、崩壊土秒量に
等しくなる堆積高さを求める
台形の面積より

土砂堆積容量 (擁壁単位長さ当たり)Vd=(2,X+hd/tanθ  u)× hd/2
hdに ついて解 くと

2tanθ ″

(一

X+ 滓十緋
) Vd==Vよ

り

力冴=

hd=

2

2 . 1 6 mとなる。

以上より、仮定 した擁壁設置位置、空き高さでの崩壊土秒の捕捉が可能であることから、安定

性の検討を行 う。
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2.2.3断 面の仮定

擁壁断面は図 2‐4に示すような一般的な形状の断面を仮定 し、安E~t性の評価を行 う。

2.2.4仮 定断面での安定計算結果

安定計算結果は下表のとお りとな り、衝撃力作用時に不安定となる。

なお、安定計算の言部田については巻末資料2.1に示す。

表 2‐3 安 定計算結果一覧 (現行形状)

2.2.5対 策工の検討

仮定 した断面では不安定 となることから、対策工の検討を行 う。

対策工 としては表 1‐7よ り以下の方法が考えられ る。

① 壁高を増す方法

② 天端幅を増す方法

③ フーチングを付加する方法

④ 緩衝材を設置する方法

⑤ アンカーエ、杭工を施工する方法

ここでは、比較的施工も容易で安価となる①②③の方法について検討を行う。

④緩衝材の設計方法については巻末資料 (参考)に示す。

骨時

転倒に対する安定

くm)

治動に対する安定

(安全率)

支持 地盤の支持カ
に対する安定

(kN/ml)

台

定

総

判

計算 値 符 号 沖香値 計算 値 缶 暑 掛容値 計算 値 行 号 許容 値

O注 1 )
233 ≧ 15 ≦

X注 1) O O

力

時

繁

用

術

作

街準力

(kN/ml)

転 倒に対する安定

( m )

汚動に対する安定

(安全率)

支持 1也盟の 支持力

に対する安定

(kN′mと)

合

定

栓

判

計算 値 荷 号 絆容値 : 1 算値 行 暑 許容値 計算 値 信 号 静書 は

10

O

亜
職

符
件

1性手資F5

( m )

転側に対する安定
( m )

清動 に対する安定

(安全卒)

支持 地盤の支持力
に対する安定

(kN′ぃ
1)

含

定

総

判

計算 値 行号 許容値 計算 ほ 行 号 :午容 |ほ 計算は 南 号 持容 ltS

Э

≧

Э O 〇
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2,26対 策工の選定

各工法による安定 となる断面は下表のとおりとなり、本ケースの場合③が最も経済的となっている。

表 2‐4 対 策工比較表

メ
ロ
‐
津
〇
】

①壁高増し ②天端幅増 し ①フーチング付加

形状寸法

(現行形状)

工種概要
壁高を高くして、安定性を増す方法。 天端厚 を厚 くして安定性 を増す方

滝

フーテングを付加 して安定性を増

す方法

施工性
躯体 コンクリー トの打設のみで

ある。
〇

同左
〇

同 左
○

経済性 コンク リー ト +0,7m3/m △ コンクリー ト +06mγ m ○ コンクリー ト+0.2m3/m ◎

総合判定 ○ ○ ◎

安定計算の詳細については標準形状の場合 と同様に計算することとし省略す る。



2.32 崩壊土砂補 足容量の検討

1)設 計条件

斜面高

斜面勾配

斜面下端から
擁壁までの距離

擁壁の空き高さ

落石防護柵の高さ

2)崩 壊土砂量 V

Hs=        10,OD

θu=      40.0°

X=       2.Om

Hp=         1.Om

Hsg=        115m

全国の斜面崩壊データでの斜面高さ毎に区分 した崩壊土量 (下表参照)よ り求める。

斜面高 Hs=   10   mよ りV=   80m3

崩壊幅 W=   17D

単位幅当たり崩壊上量 v=V/W =   4.7m3/D

土砂捕提容量の検討

落石防護柵を含めた空き高さ ha=HpttHsg i 1 00+150=    2.50D

上砂捕提容量 (擁壁単位長さ当たり)Vh=(2・ X+ha/tan θ  u)X ha/2

=(2× 2.00+2.50/tan40° )X2.50/2=   8,73D2≧ v=   417m2

したがつて、Vh≧Vより崩出土砂の結捉容とが積保されている。

崩壊土砂の堆積高
崩壊上砂の堆積高 (hd)は、擁壁単位長さ当たりの上秒捕捉容量 (Vd)が 、崩壊土砂量に
等 しくなる堆積高さを求める
台形の面積より

上砂堆積容量 (擁壁単位長さ当たり) Vd=(21X+hd/tan θ )Xhd/2
hdに ついて解くと

″=加″l Xt寸マ+論〕配VA 19
2

h d =         1 5 9 Dと なる。

以上 より、仮定 した擁壁設置位置、空き高 さでの崩壊上砂の補捉が可能であることか ら、安定

性の検討を行 う。

(移動の高さhs恥以上とす る)

表 斜 面高さ毎の
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2_3,4対 策工の検討

壁高 10m全 体での衝撃力作用時の安定計算結果は下表の とお りとなってお り、安定条件は満た

しているが、コンク リー トの断面破壊が起 こる結果となっている。安定計算の詳糸田については巻

末資料311に示す。なお、常時の安定性検討につては、自立 した地山に補強アンカー等 とともに設

置 され るてお り、明 らかに安定であることから省略す る。 また、衝撃力作用時の安定計算 におい

て、斜面イ則に偏心す る結果 となった場合 も常時 と同様 と考 えられ ることか ら、転倒 ・支持 の安定

性は無視す る。

表 2‐6 安 定計算結果一覧 (全体構造)

力

時

軽

用

騒

作

衝撃カ

(kVrn2)

転ほ‖こ対する安定
い)

始動に対する安定 に対する費定
断面破壊
の照杢

絡台
判定

計算に 狩 号 幹お埴 1+算値 符号 許きに 肘算値 杵号 辞さに

052 > 乞88 と
一

41ユ1 >  1 450

XたE4) O X】ミ1)

表 1‐8よ リコンクリート張工の断面破援に対する対策 としては下記が上げられ る。

①鉄筋コンクリー ト (新設)

②鋼材による補強 (既設)

ここでは、新設擁壁であることか ら、鉄筋を配筋 し鉄筋コンクリートとして設計を行 う。

②鉄筋コンクリー トととしたときの必要な鉄筋径 とピッチは め16ctc2覧mと な リー般的な鉄筋量

となっている。

鉄筋径 o16

ピ ッチ  25 c m

図 2‐6 鉄 筋ヨンタ'…卜としたときの必要な鉄筋よ
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3.1.2崩 壊土砂補足容量の検討

設計条件

斜面高

斜面勾配

斜面下端から
擁壁までの距離

擁壁の空き高さ

落石防譲柵の高さ

崩壊土砂量 V

H s =       4 0 . O m

θu =       4 0 . 0°

X =        2 , O m

Hp==               1.Om

Hsg=             1.5m

全国の斜面崩壊データでの斜面高さ毎に区分した崩壊土量 (下表参照)よ り求める。

斜面高 Hs=  40   mよ りV=   370m3

崩壊幅 W=   29m

革仙幅当たり崩壊土量 v=V/W =  128m3/m

土砂捕提容量の検討

落石防護柵を含めた空き高 さ ha=Hp+Hsg

土砂捕捉容量 (擁壁単位長さ当たり)Vh=

=100+1.50=     250 m

( 2・X + h a / t a n  θ  u ) X h a / / 2

2

3.24mとなる。

(移動の高さh_tl■以上 とする)

=(2× 2100+250/tan40° )×2.50/2=  8,73m2<v=  128m2

したが って、Vhくvよ り崩壊土砂量が注れる結果となっており、
補提容量を多くする対策工が必要となる。

4)崩 壊土砂の堆積高
崩壊土砂の堆積高 (hd)は、擁壁単位長さ当たりの上砂捕捉容量 (Vd)が 、崩壊土砂量に
等 しくなる堆積高さを求める
台形の面積より

上砂堆積容量 (擁壁単位長さ当たり)Vd=(2・ X+hウ 角an θu)× hd/2
hdに ついて解くと

ルメ車

hd=

以上 より、現況の空き高 さでは崩壊土秒の捕捉容量が足 りないことか ら、崩壊土秒の捕捉量を

確保す る対策が必要 となる。
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21も たれ式(標準形状)

土圧の算定
土圧の算定は試行くさび土圧(切土古F土圧)とし、背面土の勾配は水平とする。
(すべり線と地山線が同じ点で発する場合)

P ョ
″ ・Sh (ω一 δ

')

COSO― δ
'一

α一D

ここに、  Wi土 くさびの重量(kN/m)
Pi土圧合力(kN/m)
α:壁背面と鉛直面のなす角(°)
δ
';切

り土面におけるすべり摩擦角(a)
δi壁面摩擦角(°)
ωi仮定したすべり面と水平面のなす角(°)

奥行き土圧作用幅 と=  1.O  m

裏込め上高さ dh=  5.O m

裏込め土砂の単位体積重量 γu=  〃 θ kN/m3

裏込め土砂の内部摩擦角 め u=  ″   °

土圧作用面と鉛直面のなす角度 αw= ■ 0.2   ニ     ー 1127°

壁面摩練角 δ =  20  ° (2/3め)

切り土面の摩擦角 δ
'=  30  °

(切土面i組)

切り土面の角度 f= ■ 0.5   =     6347°

9ヘ リ用

ω

工里

Wu

kN/m

工 性 官 刀

Pud

kN/m

64.00 68.52 42.35

土E合 カ

土圧水平カ

土圧鉛直カ

換算土圧係数

最大値

Pud=      43.242 kN/m

P u d h = P u d・c o s (α+ 6 ) = 4 3 . 2 4×c o s ( 8 7ず ) =   4 2 . 7 4  k N / m

P u d v = P u d・s i n ( O  t t  δ) = 4 3 . 2 4×s i n ( 8 . 7ず) =    6  5 6  k Nん

水平 方 向  Kaudh響

鉛 直方向  【and v絆

2 ・42,74

19,0' 25,0

2・6 . 5 6

19.0 ・ 25 0

回
□
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3も たれ式擁壁の安定計算例(衝撃力作用)
| ) 設: 1 条件

蟹高    rlv=

ズ端ほ  b=

上部擁空高 hu、

表法勾配  n‐ 1

東法勾配  河 =1

薫込め土高 dh章

箭率力   Fsm‐

移動の高さ hsm‐

緩和係数 α=

土圧合力 ndd=

壁聞球擦角 δ=

基腱地盤の残椋係数 μ=

活動の安全雰 ん 、

2)命重計算

1100m

0150m

l,50m

O . 5 0

と 住2 0 R

I.00m

L 的 5弱神/汗

え″ I n

卿

L 432司kN/m

9554

奥行きl om当たり

ヨンクリートの単重

凍込め土の単重

基礎地盤の粘若カ

地盤の汁容支持力度

γC = |  を 刻I N / m S

γd =   ″ クk N / m〕

酌
動
蜘

C'‐    2″ lNん2

q e =   初 k N / 辞

ほ版幅  3‐       ■ 臼om

3】安定計算

ΣM    54 81

0転例に対する安定性 ld=―一―一=――一一一

EV    204 94

1 e l = B / 2 - d‐2 3 0 / 2 - o 2 7‐

②滑動に対する安定性 |

μX】v tt c8・B 060X20494■ 000X230
え 車一―___― ―一― =一 ―一十_____― ― 一― ―

EH

③支持力に対する安定性 !

lel=   088      ≧

2EV   2× 20494

ql‐一―――一=_― ―一一一一=

0385 =B/6よ り三角形分布となる。

ｂ

ｅ
ｌｌ

027m

1     6お司m > W 3 =   M m

450 kN/m2

・・・…OX

21も たれ式(棟準形状)

・̀……OUT

kN/r■2

●●●●●4 0 U T

計算式
H V 作用位 置 M

k N k N kN・r■
躯体自重 次項参照

x・2 01 399 1

票込土正
杓d h 2項 参照 4274 yt1 67
軸 d v 2項 参照

x=263 1727
箭軍力 F o・FsR・hsm 5280 ッ=550 -2904〔

合計 (Σ) 955 204 94 S481

3X027

1`‐141
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21も たれ式(標準形状)

4)自 重の計算
奥行き1.Om当たり

壁高   IIw=     8.00m

末勤帥富  b=       0.50m

上苦|;擁壁高huと      1.50m

表法勾配 n=11     050

裏法勾配 m=1:     0.20

裏込め上高 dh=     S_00m

下部擁壁高 H―hu=    4.50 m

劇坂幅  B=    2,30m

コンクリートの単重  γ c=   身 θ kN/m3

座標値 lA・によつて計算する.

筑

　

、判

袷
ポ
　
　
ム

・メ！　
琳

■
　
　
　
　
　
】

錦
Ｐ
い

ヽ
ナ

　

　

＋

　

１

一
３

品

や

２

府

４

ｑ

ｑ

札

ス

重量

重心位置

Wc=  198 38 kN7m

r.=ゥ タ=    201m

ノ.=Cと/招F     243m

No ェ̀ 向 ッ̀ 品) r4 C, C

0000

3000

3500

3500

3200

2300

0000

0000

6 0 0 0

6000

4500

4500

0000

0000

0000

1500

2625
‐0675

‐9000

0000

9188

0000

1716S

0000

18000

9000

0000
‐3038

‐3038

0000

Σ 8625 17355 20925

■ヽ-142



21も たれ式(標準形状)

2)裏込め土による土E

試行くさび法(切上部土圧)により求める。
(すべり線と地山線が同じ点で発する場合)

P=
″。sin(ω一δう

COSltO一δLα ―勧

ここに、  Wi土 くさびの重量(kN/m)
PittE合 力(kN/m)
αi壁背面と鉛直面のなす角(°)
δ
'i切

り土面におけるすべり摩擦角(°)
δ;壁面庫練角(°)
ω;仮定したすべり面と水平面のなす角(°)

奥行き土圧作用幅 B=  110  m

裏込め上高 d=  5.O  m

牲積高 hd=  216 m

土屋作用高さ dh=  5,O  m

裏込め土砂の単位体積重量 γu=  /ュ θ kN/m3

裏込め土砂の内書「摩擦角 φ u=  ′ ク  °

上圧作用面と鉛直面のなす角度 α =  10(2   =    … 1127°

壁面摩擦角 δ =  20  ° (2/3φ)

切り上面の摩擦角 δ
'=  30  °

(切土面:粗=め )

切り土面の角度 f=  13.5   =     6347°

「

＝

すべり角
ω

土重
Wu

kN/m

換 昇 何 里

q

kN/m

工 庄 官 刀

Pud

k N / m

64.00 68.52 55_99 76 87

最大値

土圧合力

土圧水平力

土圧鉛直カ

Pud=     78.64 kN/m

Pudh=Pud・ cOs(Q tt δ)=78 64X cos(87ず

Pudv=Pud・ sin(Q tt δ)=7864× sin(8.7ず

)=   77.73 kN/m

)=  11 93 kNん
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5.堆積土圧時の安定性検討

1)設計条件

壁高   Hw=

天端幅   b=

上苦懐 壁肩h峠

表法勾百己 n=1:

豪法勾配 m=lt

裏込め上高 dll章

崩壊土砂の堆積高 hd=

空きポケット高 Hp=

崩壊上砂

水平方向コ王力 Pdll

鉛直方向土圧力 P d v =

裏込め土

水平方向上圧力 風dh=

鉛直方向 LE力 酌dv=

基礎地盤の感擦係数 μ=

滑動の安全率鳥 =

2)荷貫計算

底版幅  B=   2130m

ｍ

ｍ

ｍ

　

　

ｍ

ｍ

ｍ

印印帥印印『『帥『的印『印
ロ

要▼予き1

ヨンクリートの壌

崩壊土の単重

裏込め土の単重

基礎地盤の粘着力

地盤の許容支持力度

γC=   Z σ kN/辞

γd=   /Jθ 酎 /m3

γu=   /ユ θ邸 /m3

C口=   θ ″ kN/a12

qO=    イ 切 kN/n12

21も たれ式(標準形状)

450 kN/d12
・・… CK

4511 kN/越
……OK

3)安定計算
ΣW〔 252.49

0転 倒に対する安定性 :d=一 一――=

ΣV 214.58

1e =B/2d=2.30/つ -118=   003m

1 1 8 m

≦B / 3 =     0 7 7 m

■4 4 上2 0

②清動に対する安定性
μ×ΣVttCB・[ 060× 214.58-■000〉く230

島 =

ΣH 89,47

③支持力に対する安定性 :

lel=  0403   ≦    0.385 =B/6よ り台形分布とな亀

EV   ee   214備    6× 003

ql=―
一 '(1+  l=一 ―十一~(1+― )=          1006
B    B    2.30     2.30

ゼ=f生生.ll Ъ=独
4盛

位_地 =    踊 Ю
B    B    2.30     230

言十雪字予【
H V 作用位置 M

k N k N kN・m

躯体 自重 ハ/c 次項参照 198.3[ 】F2.01 399 17

」 王 41)項 参照 1174 y=539 -63.2て

璃 v 41)項 参照 xこ350 14.9〔

れ 血 42)項 参 照 7773 y=lA67
-129.81

弧 d v 42瓶 参 照 119[ 】F263 31.こ

て挙言十(Σ) 8947 214.5〔 2524C
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21も たれ式(標準形状)

4)自 重の計算
奥行き1.Om当たり

壁高   Hw=     8.00m

翔 格中冨  b=       0.50m

上部擁壁高hu=      1.50m

表法勾配 n‐ 1!     0_50

裏法勾配 m=1:     oち 20

豪込め上高 dh=     500m

下郡擁壁高 H―hu=    4.50 m

劇坂幅  B=   2.30m

ヨンクリートの糧  γ c=    幻 θ kN/m3

座標値体によつて計算する

4=;Σ“卓… ツう

メ̀ = 暑

, こ

暑

C、

弘
　
、巧

′ヽャ距
　
　
‰

ヽ

　

　

Ｖ
ハ

一　

　

　

ス

■
　
　
　
　
　
車

許

い

■

　

　

１

一
３

ヤ
い
ド
■
　
２ス

ス

　

　

ヽ
ｒ

＝

■

一　

　

　

■

■
　
　
　
　
　
一

抑
淋

一
　

　

１

一
２

↑】
　

　

“一

重量

重心位置

Wc‐     19838 kWm

メぐ=● 夕‐   2 0 1 田

ノ・=C浄/匁=      243m

N o 】̀ rnぉ ッrmb И Cロ Cr

0000

3000

3500

3500

3200

2300

0000

0000

6000

6000

4 5 0 0

4500

0000

0 0 0 0

0000

1釣 0

2625
‐0675

5175

0000

‐9000

0000

9188

0000

17168

0000

18000

9 0 0 0

0000
‐3038

‐3038

0 0 0 0

8625 17355
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21も たれ式(標準形状)

6躯 体の断面応力度の検討

躯体の断面応力度の検討は最も危険となる断面で照査する。

1源館十条件

将査位置 Hi=

直壁部   hu=

天端幅  b=

表法勾西と II=1:

豪法勾配 n=li

空きポケノト高 Hp=

土圧作用高 hl=

水平方向上圧係数 Kaudh=

鉛直方向上庄係救 Kaudv‐

裏込め上の単重  γ u=

衝率力  F=

コンクリートの単重  ャ c=

2)荷重計算

3)断面計算

1.50m(天 端からの距離)

1.50m

O.50m

O.50

0.20

1,00 m A

O.50m

0182項 参照

00282項 参照

″ θ kN/m3

5 2 8 0  k N  3項参照

舛 θ k N / m 3

実行きL=10m当 たり

0195 m

Ot 95   m

675N/mm2

033N/m m2

049N/m m2

≦ 。ca=      675N/m m2
……`・OK

≦―げcat=    -033N/m m2
… ・・OK

049N/m m2
… … OK

Bi・

コンクリートの軒容曲げ圧縮応力度 o ca=15(。 ck/4)=15(18/4)=

コンクリートの許容曲げ引張り応力度 o cat=15(。 ck/80)=15(18/80)=

コンクリートの許容せん断応力度 r at=15(σ ck/100+015)=15(18/100+015)=

Ntr      -2909

d=一 十一 ― 享~一 ― ―― =

V    3025

e=Bi/2-d=         144

096m

ヨンクリート断面の縁応力度

。cl‐  V/Bi・ (lⅢ6e/Bl)=

,c2=  V/Bi。 (1-6e/Bl)‐
コンクリートのせん断応力度
A=BiX 1 0m=

「c‐S/A=

320 8 kN/m2_

- 2 5 7  1  k N / m 2 =

10m2

56 0 kN/m2=      0057

0321N/mm2

-0258N/mm2

計算式
S V 作用位置 M

KN KN KN・m

躯体 自重

村 1 1/2X1511^2X050× 23110

‖2 150X050× 2300 17 2t

"3 000X095X2300

打4 1/2ネ(Bi―Bu)*(Hi一hu)ネγc

土 圧
Pudh 1/2+h1 2+kaudhキγu -0 07

■ldv 1/2キhl 3`ネkaudvtt γ u

衝望力 F 3項 参照 5280 -52 80

△
宙 5323 -2909

WI‐147
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31コ ンクリート3晨工(全体)

3衡 撃力作用時の安定計算

1}殺 督1条 1年

螢高    Hャ ‐

天蛸嘔   b=

上部携堅高 2ヽ・

麦法勾配  n=1:

裏法勾配  n=1`

土圧作用所 さ  ヽ 1=

7ヤチンダ厚  tr=

空き高さ   Hp=

行撃力   島 m=

移 動の高さ いIr4=

握愛効果係数 α=

10,"n

O.60n

l,50n

9 1 的

0 . 5 0

0.50m

l.00m

l,00m

6921N/m2

え″ m

噂

蜘

Ш

財 子き1硫 当赳り

ヨンクリートの単量

薬込め土の単量

基礎地盤の粘着カ

地盤の許容支持力度基礎地静 摩椋係数 μ=

活動の安全率 Fs=

2)行宝計算

〕)安定計算

①転Dlに対する安定性

Σ 4ヽ     1 9 8 3 3

d = ~十 一十一 = ~ ~ ~― ――  =

】V     1 5 7 0 2

γc =   2 ク I N / r n 3

γd=    ″ ク却/m3

C,ヨ     α ″ INポ

qこ=   初 X N / m を

B =       1 . 5 0  n l

127m

> B 海 =   0 的 n

… …O W

斜面側にもたれてV るヽことより無視する。

2 碗  ≧
 的

…・・…O【

6 5 1 4的INィ純
・・・…OVr

4的kN/m2
・……0【

lol=B/2-d=1∞ /2127=     052m

②滑動に対する安定性 !

μx】VttcD B

F ∫ =          =

ΣH

③支浄力に対する安定性 i

lel=   052      ≧

また、斜面何に偏心している9ヽら

2ΣV  2 X 157 02

ql‐― ‐一一一一―一一―=

3X     3× 0勢

q2‐

060X15702■ 000X160

3 5 1 7

025

X【B―d=

=B/6より三角形分布となる。

023 m

占
――

計算式
H V 作用位置 M

いマ HⅢ n

猛体 自重 Vc 次項参照 lF56 69 汗338 53032

裏込士圧
拍dh 2項 参照 ン=867

2項 参照 汗650

栖率カ α・Fsrn ittn ン=950 -3287く

合計 (2) 3S 17 15702 198 8て

■ヽ‐151

0 0
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